
企
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
等
情
報

●
一
年
次
対
象

●
Ｙ
Ｂ
Ｓ
主
催
「
ジ
ョ
ブ
リ
サ
ー
チ

・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
フ
ェ
ア
」

・
十
一
月
二
十
二
日
（
土
）

一
部
：
十
時
～
、
二
部
：
十
三
時
～
、

三
部
：
十
六
時
～

・
ア
ピ
オ
甲
府

●
マ
イ
ナ
ビ
主
催
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
＆
キ
ャ
リ
ア
発
見
フ
ェ
ア
」

・
十
二
月
十
四
日
（
日
）

十
三
時
～
十
七
時

・
ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨

【
川
口
知
男
先
生
よ
り
】

「
た
か
が
ボ
ー
ル
の
た
め
に
・
・
」

「
た
か
が
高
校
野
球
で
・
・
」
毎
日
「
た

か
が
・
・
」
で
高
校
時
代
を
過
ご
し
て

い
ま
し
た
。
高
校
時
代
に
野
球
部
に
属

し
、
毎
日
糸
が
切
れ
た
硬
式
ボ
ー
ル
を

５
個
縫
い
、
間
に
合
わ
な
い
と
き
は
授

業
中
に
縫
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
当
時
は
ボ
ー
ル
１
個
が
と
て
も
貴

重
な
時
代
で
し
た
。
遊
ぶ
時
間
も
な
く
、

野
球
部
を
辞
め
る
選
択
も
あ
っ
た
の
で

す
が
、
な
ぜ
か
最
後
ま
で
続
け
て
し
ま

い
ま
し
た
。
月
日
が
流
れ
、
当
時
「
た

か
が
・
・
」
と
思
っ
て
経
験
し
た
こ
と

が
、
そ
の
後
の
人
生
に
、
な
ぜ
か
「
さ

れ
ど
・
・
」
と
い
う
言
葉
で
貴
重
な
経

験
と
し
て
生
か
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
思

え
ま
す
。
学
生
の
皆
さ
ん
も
、
日
頃
、

学
校
生
活
の
な
か
で
授
業
の
取
り
組
み

や
教
科
書
等
の
活
用
、
友
人
と
の
人
間

関
係
な
ど
で
、
も
し
、
「
た
か
が
・
・
」

と
思
っ
て
い
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば
、

「
さ
れ
ど
・
・
」
と
い
う
気
持
ち
で
見

方
を
変
え
見
つ
め
直
し
て
み
た
ら
ど
う

で
し
ょ
う
か
。
将
来
、
価
値
や
意
味
の

あ
る
貴
重
な
「
も
の
」「
こ
と
」「
ひ
と
」

と
し
て
あ
な
た
自
身
に
戻
っ
て
く
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
未
来
の
自
分
を
作
る

の
は
あ
な
た
自
身
だ
と
思
い
ま
す
。
「
た

が
が
授
業

さ
れ
ど
授
業
！
」
「
た
か
が

学
校

さ
れ
ど
学
校
！
」
「
た
か
が
人
生

さ
れ
ど

人
生
！
」

【
学
校
行
事
・
連
絡
等
】

◎

月
・

月
の
学
校
行
事

11

12

月
11８

日(

土)

Ｇ
検
定

９
日(

日)

サ
ー
ビ
ス
接
遇
検
定

・

日(

金
・
土)

山
梨I

C
T

メ
ッ
セ

14

15
日(

土)

秘
書
検
定

15
日(

日)

日
商
簿
記
検
定

16
日(

月)

体
育
大
会

17
日(

木)

県
民
の
日

20
日(

火)

推
薦
入
試

25
日(

土)

Ａ
＋
検
定
・
文
書
検
定

29
日(

日)

全
経
簿
記
検
定

30
月
12

日(

水)

西
下
条
地
区
Ｇ
Ｇ
交
流
会
（
予
定
）

10
日(

土)
P
y
t
h
o
n

３
級
・
コ
ン
ピ
ュ
ー

13

タ
会
計

日(

日)

基
本
情
報
科
目
Ａ
免
除
試
験

14
日(

水)

教
養
講
座
（
予
定
）

17
日(

日)

Ａ
Ｉ
検
定

21
日(

木)

全
校
集
会

25
日(

金)

冬
季
休
業
開
始

26【
学
生
部
】

◎
第
二
回
避
難
訓
練
実
施

９
月

日(

金)

の
放
課
後
に
第
二
回

19

避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
火
災
を

想
定
し
て
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
避
難
し
た
後
、

甲
府
南
消
防
署
の
署
員
の
ご
指
導
の
も

と
、
起
震
車
に
よ
る
震
度
７
の
擬
似
体

験
と
、
水
消
火
器
を
使
っ
た
初
期
消
火

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

◎
甲
府
市
市
民
憲
章
を
学
生
が
唱
和

月

日(

金)

に
甲
府
市
施
行

周

10

17

136

年
記
念
式
典
が
あ
り
、
甲
府
市
市
民
憲

章

を

本

校

情

報

処

理

科

二

年

生

の

深

澤

美

羽
さ
ん
（
甲

府

商

業

高

校

出

身

）

が

先

導

し

ま

し

た

。

深

澤

さ

ん

の

凛

と

し

た

立

ち

振

る
舞
い
と
美
声
は
目
を
見
張
る
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。
深
澤
さ
ん
、
大
役
お
疲

れ
様
で
し
た
！
。

【
一
年
次
】

◎
充
実
し
た
校
外
研
修

十
月
二
十
四
日(

金)

に
校
外
研
修
を

実
施
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
「
県
内
の
企

業
を
見
学
し
、
仕
事
理
解
を
深
め
る
」

と
い
う
目
的
で
、
韮
崎
市
に
あ
る
日
邦

プ
レ
シ
ジ
ョ
ン

株
式
会
社
様
、

昭
和
産
業
株
式

会
社
様
を
訪
問

し
ま
し
た
。
ま

た
、
昼
食
場
所

と
し
て
県
立
フ

ラ
ワ
ー
セ
ン
タ

ー

ハ
イ
ジ
の

村
で
バ
イ
キ
ン

グ
を
楽
し
み
ま

し
た
。
終
了
後

の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
「
実
際
に
企
業
に

訪
問
し
て
み
て
、
ど
ん
な
様
子
な
の
か

を
自
分
の
目
と
耳
で
感
じ
る
こ
と
が
で

甲
府
商
科
専
門
学
校
だ
よ
り
十
一
月
号

十
一
月
号

金木犀の香

月
上
旬
、
正
門
横
の
金
木
犀
が
秋
の
訪
れ
を
告
げ
る
香
を

10
漂
わ
せ
て
い
ま
し
た
。
駐
車
場
沿
い
の
桜
は
咲
き
誇
る
花
が
目

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
が
、
金
木
犀
は
そ
の
甘
い
香
が
気
持

ち
を
和
ら
げ
て
く
れ
ま
す
。
金
木
犀
が
咲
い
て
い
る
の
は
一
週

間
程
度
な
の
に
、
街
の
あ
ち
こ
ち
で
そ
の
時
期
一
斉
に
香
る
こ

と
に
、
自
然
の
摂
理
と
季
節
の
情
趣
を
感
じ
ま
す
。
英
語
で
季

節
を
表
す
「
シ
ー
ズ
ン
」
と
い
う
言
葉
に
は
「
何
か
を
す
る
の

に
最
も
適
し
た
時
期
」
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。
学
生
の
皆
さ
ん

に
と
っ
て
今
は
何
を
す
る
の
に
最
適
な
時
期
な
の
で
し
ょ
う
？

咲
き
方
や
咲
く
時
は
そ
れ
ぞ
れ
で
も
、
今
の
生
活
が
将
来
の
皆

さ
ん
を
支
え
る
季
節
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
（
耕
）



き
た
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
、
有
意
義

に
終
わ
っ
た
校
外
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

【
二
年
次
】

◎
学
び
多
き
研
修
旅
行

月

日
か
ら
１
泊
２
日
の
日
程
で
、

10

23

２
年
生
が
東

京
方
面
へ
の

研
修
旅
行
に

行
っ
て
き
ま

し
た
。
最
先

端
の
情
報
技

術
を
体
験
し

た
ほ
か
、
東

京
証
券
取
引

所
で
は
貴
重

な
上
場
式
の

見

学

も

行

い
、
学
ん
で

い
る
内
容
と

社
会
と
の
つ
な
が
り
を
実
感
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
友
人
や
教

員
と
の
交
流
を
通
じ
て
親
睦
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご

し
ま
し
た
。
こ
の
２
日
間
で
得
た
学
び

や
経
験
を
、
今
後
の
学
校
生
活
に
し
っ

か
り
と
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

【
保
健
室
】

後
期
が
始
ま
り
一
か
月
半
程
が
経
ち

ま
し
た
。
学
校
生
活
の
リ
ズ
ム
に
慣
れ

た
で
し
ょ
う
か
。
校
外
研
修
・
研
修
旅

行
も
終
わ
り
、

日
は
皆
さ
ん
が
楽
し

17

み
に
し
て
い
る
体
育
大
会
も
行
わ
れ
ま

す
。
最
近
は
寒
さ
が
、
増
し
て
き
た
た

め
か
、
遅
刻
す
る
生
徒
が
目
立
っ
て
き

て
い
ま
す
。
ま
ず
、
毎
日
の
起
床
時
刻

の
設
定
か
ら
生
活
リ
ズ
ム
の
立
て
直
し

を
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。
生
活
習
慣
を

整
え
る
こ
と
は
、
心
身
の
健
康
の
第
一

歩
で
す
。

今
年
は
す
で
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

流
行
し
始
め
て
い
ま
す
。
ま
た
こ
の
季

節
に
な
る
と
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
だ
け

で
な
く
、
ウ
イ
ル
ス
性
の
胃
腸
炎
や
風

邪
が
心
配
さ
れ
る
季
節
に
な
り
ま
す
。

う
が
い
・
手
洗
い
の
習
慣
化
、
食
事
や

睡
眠
の
リ
ズ
ム
を
く
ず
さ
な
い
よ
う
に

す
る
、
衣
服
の
調
節
や
暖
房
の
使
い
方

の
工
夫
な
ど
自
己
管
理
を
し
っ
か
り
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
定
期
的
に
換
気
を
し

ま
し
ょ
う
。
な
お
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

や
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
出
席
停
止
と

な
る
学
校
感
染
症
で
す
。
感
染
し
た
場

合
は
感
染
症
に
よ
る
欠
席
届
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

【
進
路
部
】

◎
［
二
年
生
へ
］
十
月
二
日
（
木
）
に
、

今
年
度
か
ら
の
新
規
事
業
と
し
て
「
社

会
人
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
セ

ミ
ナ
ー
」
を
行
い
、
そ
の
後
、
学
生
毎

に
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
実

施
し
ま
し
た
。
終
了
後
に
記
入
さ
れ
た

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
は
「
自
分
の
思
っ
て

い
る
こ
と
に
不
安
が
あ
っ
た
か
ら
、
相

談
で
き
て
自
信
が
つ
き
ま
し
た
。
」
「
普

段
は
、
あ
ま
り
話
す
こ
と
の
無
い
価
値

観
や
、
自
分
の
軸
に
つ
い
て
深
く
話
す

こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。
」
な
ど

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
、
こ

れ
か
ら
社
会
に
出
て
い
く
自
分
の
姿
を

見
つ
め
直
す
機
会
と
な
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
十
二
月
三
日
（
水
）

に
は
、
総
ま
と
め
の
講
話
を
校
長
先
生

に
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
学
生
生
活
も

残
り
わ
ず
か
、
社
会
人
と
し
て
良
い
ス

タ
ー
ト
が
切
れ
る
よ
う
、
備
え
ま
し
ょ

う
。

◎[

一
年
生
へ]

十
月
二
十
三
日
（
木
）

に
就
活
強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
「
質
問
力

ア
ッ
プ
講
座
」
を
通
じ
、
企
業
へ
「
良

い
質
問
」
を
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と

に
つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
じ

て
考
え
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
後
の
「
卒

業
生
の
体
験
談
」
で
は
、
四
名
の
卒
業

生
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
在
学
中
の

様
子
や
、
就
活
、
そ
し
て
現
在
の
業
務

に
つ
い
て
リ
ア
ル
な
体
験
談
を
お
話
し

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
体
験
談
の
後

に
は
、
様
々
な
質
問
に
答
え
て
い
た
だ

き
、
非
常
に
有
益
な
機
会
と
な
り
ま
し

た
。十

一
月
と
十
二
月
に
か
け
て
、
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
・
業
界
研
究
イ
ベ
ン
ト

が
控
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン

ト
で
、
今
ま
で
培
っ
た
「
質
問
力
」
を

駆
使
し
、
年
内
に
企
業
理
解
を
深
め
、

自
身
の
就
活
の
方
向
性
を
固
め
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

【
学
科
主
任
よ
り
】

（
会
計
情
報
科
）

◎
い
よ
い
よ
日
商
簿
記
検
定
が
２
週
間

後
に
迫
っ
て
き
ま
し
た
。
１
年
生
も
２

年
生
も
、
毎
日
遅
く
ま
で
熱
心
に
勉
強

し
て
い
ま
す
ね
。
最
近
で
は
、
学
年
を

越
え
て
一
緒
に
学
習
す
る
姿
や
、
互
い

に
声
を
掛
け
合
う
様
子
も
見
ら
れ
、
と

て
も
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
学
年
の
垣
根
を
越
え
て
士
気
を

高
め
合
い
な
が
ら
、
学
習
に
励
ん
で
い

っ
て
ほ
し
い
で
す
。

人
が
後
悔
す
る
と
き
は
、
多
く
の
場

合
「
や
っ
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
」
と
、

や
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
対
し
て
感
じ
る

も
の
で
す
。
残
り
２
週
間
、
自
分
に
で

き
る
こ
と
を
す
べ
て
や
り
切
り
、
万
全

の
態
勢
で
検
定
当
日
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

皆
さ
ん
の
日
々
の
努
力
が
、
必
ず
実
を

結
ぶ
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
情
報
処
理
科)

◎
今
年
も
、

月

日
、

日
の
２
日

11

14

15

間
、
ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨
で
開
催
さ
れ
る

「
山
梨
テ
ク
ノ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
メ
ッ
セ
」
に
情

報
処
理
科
の
２
年
生
が
出
展
し
ま
す
。

県
内
の
企
業
も
多
く
出
展
し
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
興
味
を
持
っ
て
会
場
を
訪

れ
て
み
ま
し
ょ
う
。

◎
日
々
の
積
み
重
ね
が
実
を
結
び
、
そ

の
喜
び
と
大
切
さ
を
実
感
で
き
る
こ
と

は
、
貴
重
な
経
験
で
す
。
検
定
合
格
を

目
指
し
、
仲
間
と
励
ま
し
合
い
な
が
ら

挑
む
皆
さ
ん
の
挑
戦
が
、
未
来
へ
の
確

か
な
一
歩
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
！

【
検
定
合
格
者
】

◎
第

回
ビ
ジ
ネ
ス
文
書
検
定
合
格
者

77
（
令
和
７
年
７
月
６
日
実
施
）

<

会
計
情
報
科
２
年>

花
岡

朱
音

<

情
報
処
理
科
２
年>

松
原

真
依

深
澤

美
羽

中
川

聡
美

◎
日
商
簿
記
検
定

（
令
和
７
年
８
月

日
実
施
）

30

３
級
合
格
者

<

会
計
情
報
科
１
年>

後
藤

音
羽

（
令
和
７
年
９
月

日
実
施
）

28

２
級
合
格
者

<

会
計
情
報
科
１
年>

保
坂

未
来

◎
情
報
処
理
技
術
者
能
力
検
定
試
験

（
令
和
７
年

月

日
実
施
）

10

11

２
級
１
部
合
格
者

<

情
報
処
理
科
１
年>

伊
藤

輝
良

井
上

翔
太

橘
田

逞

佐
野

史

竹
嶋

成
星

髙
遠

里
桜

土
橋

優
汰


